
 

令和７年度 学力向上を図るための全体計画 

練馬区立春日小学校 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校の授業改善に向けた視点 

指導内容・指導方法の工夫 教育課程編成上の工夫 
校内における研究や 

研修の工夫 
評価活動の工夫 

家庭や地域との 

連携の工夫 
小中一貫教育の視点 

・単元や１単位時間の

見通しをもたせ、問

題解決学習を行う。

振り返りを次につな

げ主体的な学習を促

す。 

・言語活動の充実を図

り、各教科において

対話を通じて自己の

考えを広げ深める場

面を設定する。 

・児童に考えさせるこ

と、教師が教えるこ

とを明確にして指導

計画を作成する。 

・学年の発達段階を踏

まえた学習スキルの

習得を図る。 

・体験的な学習や基礎

的、基本的知識、技

能を活用した問題解

決学習を実施する。 

・タブレット端末を活

用し、情報活用の力

や考えを発信する力

を付ける。（ICT の活

用） 

・算数科で、第３

学年以上は各学

年３展開(単学級

は２展開)の習熟

度別指導、第１､

２学年は各学級

担任と T２によ

る指導を行い基

礎・基本の確実

な定着を図る。 

・朝の時間(春日タ

イム)等に、国語

と算数の基礎・

基本の確実な定

着を図る。 

・年間 3 回読書週

間を設定し読書

活動の推進を行

うことで多くの

語彙獲得や多様

な表現力の向上

を目指す。 

 

・「今や未来を自分事と

して考えられる児童

の育成～ESD の視点に

立った主体的・協働的な

学びを通して～｣を校

内研究のテーマに、

低・中・高の分科会

ごとに目指す児童の

姿を実現するため

「主体的な学びへの

手立て」「協働的な学

びへの手立て」を研

究の視点として改

善・充実を図る。 

・分科会での研究を

もとに学習指導案

を作成する。事前

授業、研究授業、

検証授業を実施

し、深化を図る。 

・学年の実態に応じ

て SDGs への関心

を深められるよう

に各教科や日常の

活動の中で取り組

んでいく。 

・練馬区研究奨励校

として研究発表を

行う。 

・年間指導計画に

合わせて各単元

の評価規準を作

成する。 

・１単位時間ごと

のねらいを明確

にした週ごとの

指導計画を作成

する。各教科の

目標に準拠して

三観点による形

成的評価を行

う。学習評価を

授業改善に生か

し、組織的に取

り組む。 

・保護者、地域、

児童によるアン

ケート調査を実

施し、結果を踏

まえ自己評価を

行う。その結果

を基に学校関係

者評価を実施

し、授業改善に

活用する。 

・学校地域連携事業等

を活用し、地域の多

様な知識経験を有す

る人材、自然環境、

施設等を活かして豊

かな教育活動を実践

する。 

・地域の幼稚園児や保

育園児との交流を実

施する。 

・保護者会、道徳授業

地区公開講座、学校

保健委員会等を通し

て、基本的生活習慣

や規範意識の育成へ

の協力を依頼する。 

・ホームページで授業

の様子を発信する。 

・地域の行事にできる

だけ参加する。 

・地域や消防と連携し、

学年ごとに訓練内容

を設定した総合防災

訓練を実施する。 

・学級通信で児童の様

子を伝える。 

・課題改善カリキュラ

ムの周知、活用をす

る。改善する教科を

増やし指導に生か

す。 

・校区別協議会では、

中学校の授業参観

と生活指導に関わ

る分科会を行う。２

回目は全教科の授

業公開と分科会を

行い、グループの小

中４校で連携して

授業実践の向上に

努める。 

・第６学年を対象とし

た中学校授業体験、

に参加し中学校進

学に希望をもたせ

る。 

＜授業改善策の検証方法＞ 

・教員の自己評価(年 2 回) ・保護者、学校評議員による学校評価 ・学年、教科部会による評価  
・評価内容を職員会議で共有し、改善策を検証する。 

学校教育目標 

・考えて正しく行動する子ども 

・素直で思いやりのある子ども 

・がんばりぬく元気な子ども 

・日本国憲法 

・教育基本法・学校教育法 

・学習指導要領 

・都・区教育委員会の教育目標 

児童の実態 
・明るく素直で、穏やかな児童が多い。 

・朝会、集会等で話をよく聞く。 

・すすんで発言できる児童が多い。 

・学力テストの平均正答率は全国、都と比較し

て高いが、格差がある。 

・体力テストの平均値が低下傾向にある。 

学校経営方針（目指す学校像） 

○児童一人一人が「充実感」を実感しながら学ぶことができ、「夢や目標」をもち、持続可能な社会の創り手として
ふさわしい資質・能力を身に付ける学校 

○自他の良さや可能性を見いだし自己肯定感を高め、誰一人取り残さない学校  

○児童・教職員・保護者・地域がつながり、信頼関係を構築する学校 

  本校における「確かな学力」 
 

各教科の指導の重点 
・思考力、判断力、表現力の育成 

・基礎的・基本的な学習内容の定着 

・持続可能な社会の創り手となる児童
の育成 

・探究的な学習の推進 

・学び合い活動の充実 

総合的な学習の時間の指導の重点 

・総合的、横断的な学習を推進し、探
究的な見方や考え方を養う 

・協働して主体的に課題を解決する 

資質や能力を育成する 

道徳教育の重点 
・自分や相手の生命を尊重し相手を思
いやり、よさを認め合う児童の育成 

・自ら考え判断し、正しく行動する態
度を育てる 

・何事も諦めず根気強く取り組もうと
する意欲を高める 

特別活動の指導の重点 

・人間関係の形成(違いを認め合う) 

・社会参画(よりよい集団をつくる) 

・自己実現(なりたい自分に向けて) 

キャリア教育の重点 
・自分のよさや可能性の発見 

・将来のモデルとなる生き方の模索 

・近隣の幼稚園や保育園との連携 

・小中一貫教育の推進 

生活指導の重点 
・基本的生活態度、人格形成 

・思いやりをもった行動 

・学習規律の徹底 

・学校不適応行動への対応 

・命を守る行動、安全な生活を営む態度 

＜個別最適な学び・協働的な学びを通して＞ 
・各教科における言語能力や情報活用力向上を柱に問
題解決的に思考力･判断力･表現力 

・読書活動の充実による、想像力･情報収集活用能力 

・環境や資源について考え、持続可能な社会をつくる
力 

知識・技能を習得し、それらを基に、共に学び合い、

主体的に考え、判断し、行動する力。問題を見いだし

解決策を考え、問題を解決する力。 

外国語･外国語活動の指導の重点 

・コミュニケーション能力を図る素地
や基礎となる資質・能力の育成 

教師も児童も自己実現できる授業のための工夫改善 
「できた」達成感、「分かった」成就感、「関わり合う」充実感を味わえる授業 


